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2019年 7月期 中間決算短信（2018年 7月 9日～2019年 1月 8日） 

2019年 2月 15日 

上場取引所 東証 

フ ァ ン ド 名 ＪＡＳＤＡＱ－ＴＯＰ２０上場投信 
コ ー ド 番 号 1551                                                                     
連 動 対 象 指 標 ＪＡＳＤＡＱ－ＴＯＰ２０ 
主 要 投 資 資 産 株式 
売 買 単 位  10口              
管 理 会 社 シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社  URL http://www.simplexasset.com/        
代 表 者 名  代表取締役社長  水嶋 浩雅 
問合せ先責任者 業務本部     山口 節一  ＴＥＬ (03)5208－5211 
 
半期報告書提出予定日 2019年 4月 8日 
 
 

Ⅰ ファンドの運用状況 
 
 

１．2019年 1月中間期の運用状況（2018年 7月 9日～2019年 1月 8日） 
 
(1)資産内訳                                      （百万円未満切捨て）  
 

主要投資資産 
現金・預金・その他の資産 

（負債控除後）  合計（純資産） 

金額    構成比    金額    構成比     金額    構成比 
 
2019年 1月中間期 
2018年 7月期 

百万円   ％ 

869  （ 98.3） 
1,084  （ 99.3） 

百万円   ％ 

14  （  1.7） 
7  （  0.7） 

百万円    ％ 

884  （100.0） 
1,092  （100.0） 

 
 
 
 
 

 
 
(2)設定・交換実績 
 

前計算期間末 
発行済口数(①) 

設定口数(②) 交換口数(③) 
当中間計算期間末 

発行済口数 
（①+②-③） 

 
2019年 1月中間期 

千口  

245   
千口  

0   
千口 

17   
千口 

227   

 
 
(3)基準価額 
 総資産 

（①） 
負債 
（②） 

純資産 
（③(①－②)） 

10口当たり基準価額 
（（③/当中間計算期間末（前計算期間末） 

発行済口数）×10） 
 

2019年 1月中間期 
2018年 7月期 

   百万円 
1,549 
2,069 
 

    百万円 
664 
977 

 

    百万円 
884 

1,092 
 

      円 
38,890 
44,510 

  
 
２．会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 
② ①以外の変更   無 
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Ⅱ 中間財務諸表   

（１）【中間貸借対照表】 

（単位：円） 

 
第 8期 

(平成 30年 7月 8日現在) 
当中間計算期間末 

(平成 31年 1月 8日現在) 

資産の部   

流動資産   

コール・ローン 893,810,307 676,811,729 

株式 1,084,726,800 869,994,600 

未収入金 89,560,500 - 

未収配当金 - 1,882,400 

未収利息 54,233 41,576 

その他未収収益 1,457,194 1,169,857 

流動資産合計 2,069,609,034 1,549,900,162 

資産合計 2,069,609,034 1,549,900,162 

負債の部   

流動負債   

未払収益分配金 6,381,882 - 

未払解約金 89,560,500 - 

未払受託者報酬 1,137,465 974,856 

未払委託者報酬 6,201,618 5,317,565 

未払利息 5,088 1,273 

受入担保金 872,000,000 656,000,000 

その他未払費用 1,739,677 2,690,551 

流動負債合計 977,026,230 664,984,245 

負債合計 977,026,230 664,984,245 

純資産の部   

元本等   

元本 395,185,770 366,384,480 

剰余金   

中間剰余金又は中間欠損金（△） 697,397,034 518,531,437 

（分配準備積立金） 649,139 649,139 

元本等合計 1,092,582,804 884,915,917 

純資産合計 1,092,582,804 884,915,917 

負債純資産合計 2,069,609,034 1,549,900,162 
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】 

（単位：円） 

 
前中間計算期間 

(自 平成 29年 7月 9日 

至 平成 30年 1月 8日) 

当中間計算期間 

(自 平成 30年 7月 9日 

至 平成 31年 1月 8日) 

営業収益   

受取配当金 3,654,940 4,908,400 

受取利息 231,177 272,089 

有価証券売買等損益 305,998,700 △129,278,800 

その他収益 7,438,584 6,402,295 

営業収益合計 317,323,401 △117,696,016 

営業費用   

支払利息 343,585 297,299 

受託者報酬 1,143,766 974,856 

委託者報酬 6,278,274 5,317,565 

その他費用 1,756,790 2,690,551 

営業費用合計 9,522,415 9,280,271 

営業利益又は営業損失（△） 307,800,986 △126,976,287 

経常利益又は経常損失（△） 307,800,986 △126,976,287 

中間純利益又は中間純損失（△） 307,800,986 △126,976,287 

一部交換に伴う中間純利益金額の分配額又は一部交

換に伴う中間純損失金額の分配額（△） 
- - 

期首剰余金又は期首欠損金（△） 770,206,084 697,397,034 

剰余金増加額又は欠損金減少額 27,011,551 - 

中間一部交換に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
- - 

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
27,011,551 - 

剰余金減少額又は欠損金増加額 161,606,680 51,889,310 

中間一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
161,606,680 51,889,310 

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
- - 

分配金 - - 

中間剰余金又は中間欠損金（△） 943,411,941 518,531,437 
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（３）【中間注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
  
  
有価証券の評価基準及び評価方法 株式 

 移動平均法に基づき、以下の通り原則として時価で評価しております。 
(1)金融商品取引所等に上場されている有価証券 
 金融商品取引所等に上場されている有価証券は、原則として金融商品取引所等に

おける計算期間末日の最終相場（外貨建証券の場合は計算期間末日において知りう

る直近の最終相場）で評価しております。 
 計算期間末日に当該金融商品取引所等の最終相場がない場合には、当該金融商品

取引所等における直近の日の最終相場で評価しておりますが、直近の日の最終相場

によることが適当でないと認められた場合は、当該金融商品取引所等における計算

期間末日又は直近の日の気配相場で評価しております。 

(2)金融商品取引所等に上場されていない有価証券 
 当該有価証券については、原則として、日本証券業協会発表の売買参考統計値（平

均値）、金融機関の提示する価額（ただし、売気配相場は使用しない）又は価格提供

会社の提供する価額のいずれかから入手した価額で評価しております。 
(3)時価が入手できなかった有価証券 
 適正な評価額を入手できなかった場合又は入手した評価額が時価と認定できない

事由が認められた場合は、投資信託委託会社が忠実義務に基づいて合理的事由をも

って時価と認めた価額もしくは受託者と協議のうえ両者が合理的事由をもって時価

と認めた価額で評価しております。 
  
（中間貸借対照表に関する注記） 
  
  

区分 
第 8期 

(平成 30年 7月 8日現在) 
当中間計算期間末 

(平成 31年 1月 8日現在) 
1. 信託財産に係る期首

元本額、期中追加設定

元本額及び期中交換

元本額 

        

    期首元本額 432,257,630円 期首元本額 395,185,770円 

    期中追加設定元本額 81,765,460円 期中追加設定元本額 -円 

    期中交換元本額 118,837,320円 期中交換元本額 28,801,290円 

2. 受益権の総数   245,457口   227,568口 

3. 株式貸借取引  有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券

は次の通りであります。 
           株式 827,334,000円 

 有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券

は次の通りであります。 
           株式 648,891,000円 

  
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記） 
  
  

項目 
前中間計算期間 

(自 平成 29年 7月 9日 
至 平成 30年 1月 8日) 

当中間計算期間 
(自 平成 30年 7月 9日 
至 平成 31年 1月 8日) 

その他費用   主に印刷費用、上場関連費用

及びライセンス料でありま

す。 

    同左   
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（金融商品に関する注記） 

金融商品の時価等に関する事項 
  
  

  

       項目 

第 8期 
(平成 30年 7月 8日現在) 

当中間計算期間末 
(平成 31年 1月 8日現在) 

1.中間貸借対照表計上額、時価及びその

差額 
 貸借対照表計上額は期末の時価で計上

しているためその差額はありません。 
 中間貸借対照表計上額は中間期末の時

価で計上しているためその差額はありま

せん。 
2.時価の算定方法 (1)有価証券 (1)有価証券 

   「注記表（重要な会計方針に係る事項に

関する注記）」に記載しております。 
 「中間注記表（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）」に記載しております。 

  (2)デリバティブ取引 (2)デリバティブ取引 

   該当事項はありません。 同左 

  (3)上記以外の金融商品 (3)上記以外の金融商品 

   上記以外の金融商品（コール・ローン等）

は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該金融商品の帳

簿価額を時価としております。 

同左 

3.金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明 
 金融商品の時価には、市場価格に基づく

価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算出された価額が含まれております。

当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることも

あります。 

同左 

  
（有価証券に関する注記） 
該当事項はありません。 

  
（デリバティブ取引等に関する注記）  
取引の時価等に関する事項 
  
  
該当事項はありません。 

  
  
  
  
（１口当たり情報に関する注記） 
  
  

第 8期 
（平成 30年 7月 8日現在） 

当中間計算期間末 
（平成 31年 1月 8日現在） 

1口当たりの純資産額  4,451円 1口当たりの純資産額  3,889円 
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